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市
で
は
、
次
の
と
お
り
総
合
相
談
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

A
６
月
１０
日
貊
、
午
後
１
時
２０
分
〜
４
時

※
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
み
電
話
予

約
＝
６
月
８
日
貉

午
前
９
時
〜
　
蕁

９９６
・
２
１
１
１

B
八
潮
メ
セ
ナ

D
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
、
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・

弁
護
士
・
税
理
士
が
相
談
内
容
別
に
対
応

G
無
料

I
広
聴
広
報
課
蕁
A
３
７
３

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進

す
る
た
め
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

へ
活
動
資
金
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

C
市
内
に
活
動
の
主
体
を
置
く
３
人
以
上

の
団
体
。
た
だ
し
、
営
利
ま
た
は
特
定
の

政
治
活
動
若
し
く
は
宗
教
活
動
を
目
的
と

す
る
団
体
で
な
い
こ
と

〈
条
件
〉
①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
内

容
を
含
む
公
開
の
学
習
会
ま
た
は
講
演
会

を
実
施
す
る
と
き
②
講
師
費
用
・
会
場
使

用
料
等
、
個
人
に
還
元
し
な
い
費
用

補
助
金
額

３
万
円
以
内
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

H
６
月
３０
日
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
窓
口
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
（
補
助
金
交
付
要
綱
お
よ
び
申

請
用
紙
は
、
窓
口
に
設
置
※
郵
送
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
取
得
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）

Ｅ
メ
ー
ル
　danjo@

city.yashio.lg.jp

I
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
８
１
１

「
建
設
工
事
に
係
る
資
源
の
再
資
源
化

等
に
関
す
る
法
律
」（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
）
に
よ
る
全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。

一
定
規
模
を
超
え
る
解
体
・
新
築
工
事

は
、
事
前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
家
の

解
体
や
新
築
工
事
を
行
う
と
き
は
、
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

A
５
月
２３
日
豺
〜
２７
日
貊

I
建
築
課
蕁
A
４
６
８

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
内
を
中
心

に
地
域
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

C
〈
団
体
〉
①
社
会
福
祉
協
議
会
（
八
潮

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
に
届
け
出

し
て
い
る
団
体
②
他
の
制
度
に
よ
り
補
助

金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
団
体
③
会

員
が
５
人
以
上
の
団
体
④
活
動
実
績
が
補

助
金
交
付
申
請
年
度
の
４
月
１
日
に
お
い

て
１
年
以
上
あ
る
団
体

〈
事
業
〉
①
団
体
が
行
う
地
域
福
祉
推
進

事
業
②
団
体
活
動
に
必
要
な
啓
発
事
業

G
１
件
に
つ
き
上
限
５
万
円
（
予
算
の
範

囲
内
・
審
査
有
り
）

H
６
月
３０
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の

申
請
書
（
窓
口
で
配
布
）
に
必
要
書
類
を

添
付
の
う
え
、
窓
口
へ
持
参

I
社
会
福
祉
協
議
会
・
八
潮
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蕁
９９５
・
３
６
３
６

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
、
手
す
り
の

取
り
付
け
等
の
一
定
の
住
宅
改
修
を
行
っ

た
場
合
、
改
修
費
は
「
償
還
払
い
」
で
支

給
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
利
用
分
か
ら

は
事
業
者
に
１
割
負
担
し
て
い
た
だ
く

「
受
領
委
任
払
い
」
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
負
担
補
助
事
業
は
、
４
月
利
用
分
か

ら
補
助
対
象
額
（
利
用
者
負
担
額
か
ら
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
、
ヘ
ル
パ
ー
軽
減

認
定
者
の
訪
問
介
護
利
用
額
を
差
し
引
い

た
額
）
が
５
０
０
円
か
ら
１
５
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
４
４
３

不
況
時
に
お
け
る
特
別
措
置
と
し
て
、

中
小
企
業
の
方
を
対
象
に
経
営
の
安
定
の

た
め
に
必
要
な
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。

C
①
最
近
三
カ
月
の
平
均
売
上
額
が
、
昨

年
同
時
期
と
比
べ
て
１０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

減
少
し
て
い
る
か
、
２
年
前
若
し
く
は
３

年
前
の
同
時
期
と
比
べ
て
１０
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
減
少
し
て
お
り
か
つ
、
前
年
同
時
期

に
比
べ
て
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て

い
る
方
②
市
内
で
一
年
以
上
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
③
期
限
の
到
来
し
て
い
る
市
税

を
完
納
し
て
い
る
方
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

限
度
額

１
０
０
０
万
円
（
運
転
資
金
）

償
還
期
間

１０
年
以
内(

据
え
置
き
一
年

以
内
含
む
）

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
支
給

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
補
助

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
パ
ト
ロ
ー
ル

中
小
企
業
不
況
対
策
融
資

八
潮
市
男
女
共
同
参
画

推
進
活
動
団
体
補
助
事
業

総
合
相
談
の
開
催

第
１３
回
八
潮
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

A
５
月
１５
日
豸

午
前
９
時
〜
　
B
八
潮

市
役
所
前
広
場(

雨
天
決
行)

D
道
県
人

会
ふ
る
さ
と
特
産
物
の
即
売
会
、
お
楽
し

み
コ
ー
ナ
ー
、
歌
謡
舞
踊
シ
ョ
ー
ほ
か
多

数
※
道
県
人
会
で
は
入
会
者
を
大
歓
迎
中

I
坪
田
蕁
９９５
・
４
２
０
０

や
し
お
コ
ン
ニ
チ
ハ
サ
ロ
ン
･
テ
ィ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー

楽
し
く
国
際
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

A
５
月
２９
日
豸

午
後
１
時
〜
　
B
や
す

ら
ぎ
社
会
適
応
訓
練
室
　
D
在
留
外
国
人

を
交
え
て
自
己
紹
介
、
お
国
自
慢
、
フ
リ

ー
ト
ー
ク
、
ギ
タ
ー
演
奏
あ
り
　
I
小
島

蕁
９９６
･
３
８
６
４

６
月
か
ら
開
始
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
急
募

A
毎
週
金
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

B
八
幡
支
館
　
C
子
供
の
好
き
な
方
　
D

知
的
障
害
児
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
操
教
室
に

お
け
る
手
伝
い
　
I
山
本
蕁
９９９
・
２
０

１
５

幼
児
サ
ー
ク
ル
ぴ
ょ
ん
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ

A
毎
週
水
曜
日
　
午
前
９
時
５０
分
〜
１０

時
５０
分
　
B
八
條
公
民
館
ほ
か
　
C
平
成

１３
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら
平
成
１４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

D
工
作
遊
び
と
運
動
遊
び
　
G
月
会
費
２

５
０
０
円
、
入
会
金
５
０
０
円
（
体
験
１

回
５
０
０
円
）

I
住
吉
蕁
０９０
・
４
２

２
８
・
８
４
２
４

社
交
ダ
ン
スShallW

eDance

サ
ー
ク
ル

社
交
ダ
ン
ス
を
初
め
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
歓
迎
！
パ
ー
テ
ィ
で
優
雅
に
躍
れ

る
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

A
月
３
回
日
曜
日
　
午
後
３
時
〜
５
時

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
　
G
入
会
金

１
０
０
０
円
、
月
会
費
３
５
０
０
円
　
I

八
木
蕁
０９０
・
２
２
１
０
・
６
４
３
７

遺
言
書
の
書
き
方
と
相
続
無
料
相
談

A
５
月
２１
日
貍

午
前
１０
時
〜
正
午
　
B

八
潮
メ
セ
ナ
　
F
２０
人
　
G
無
料
　
I
遺

言
相
続
後
見
ネ
ッ
ト
蕁
９４６
・
５
１
５
２

日
本
耀
尚

よ
う
し
ょ
う会

合
気
道

ア
メ
リ
カ
式
の
合
気
道
で
す
。

A
毎
週
日
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
　
B

八
潮
中
学
校
武
道
場
　
C
１６
歳
以
上
の
方

E
ジ
ャ
ー
ジ
　
G
無
料
　
I
笠
井
蕁
兼

FAX
９９６
・
０
７
８
８

小
中
学
生
の
囲
碁
教
室

A
６
月
４
日
貍
〜
　
午
前
１０
時
〜
正
午

（
１０
回
開
催
予
定
）

B
や
し
お
生
涯
楽

習
館
第
２
セ
ミ
ナ
ー
室
ほ
か
　
C
小
学

生
･
中
学
生
の
初
心
者
　
F
３０
人
　
G
２

０
０
０
円
テ
キ
ス
ト
（
日
本
棋
院
発
行
）

代
金
を
含
む
　
H
５
月
２０
日
ま
で
に
、
保

護
者
か
ら
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

I

野
口
蕁
兼
FAX
９９９
・
４
８
５
１
　

詩
吟
神
和
会
便
り

こ
の
度
、若
葉
支
部
を
創
部
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
会
員
を
募
り
ま
す
。

A
５
月
１７
日
貂

午
後
２
時
〜
４
時
　
B

八
條
公
民
館
和
室
　
D
詩
吟
の
講
習
と
説

明
　
I
下
谷
蕁
９９６
・
５
０
５
２

下
町
倶
楽
部
　
八
潮

東
京
生
ま
れ
の
方
、
東
京
育
ち
の
気
質

と
人
情
を
お
持
ち
の
方
々
集
ま
れ
！

A
・
B
人
員
が
集
ま
り
次
第
相
談
　
C
市

内
在
住
在
勤
の
方
　
G
月
会
費
５
０
０
円

I
塩
幡
蕁
９９６
･
０
６
３
２

埼
玉
東
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

A
５
月
１５
日
豸

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
　
B
草
加
市
立
中
央
公
民
館
体
育

館
・
講
座
室
　
D
テ
ー
マ
活
動（
英
語
劇
）

発
表
、
教
育
講
演
会
※
３
歳
以
下
は
ベ
ビ

ー
シ
ッ
タ
ー
有
り
。
お
話
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
　
G
無
料
　
I
ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
・
岡
山
蕁
０３
・
３
３
６
７
・
２
４
２
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
に

補
助
金
を
交
付

委 託 医 療 機 関 名 住　所 電話番号 

八潮中央総合病院 

何川医院 

児玉医院 

瀧澤医院 

永井産婦人科医院 

松田医院 

松原レディースクリニック 

水野医院 

八潮市緑町１-41-３ 

草加市草加３-８-21 

　〃　氷川町1242-５ 

　〃　北谷２-18-35 

　〃　高砂２-６-４ 

　〃　花栗４-19-28 

　〃　栄町２-12-５ 

　〃　栄町３-９-19

９９６－１１３１ 

９４２－６０６２ 

９２５－１８１９ 

９４２－３３１８ 

９２２－２５６９ 

９４２－５５１０ 

９３６－３２５１ 

９３１－７６９０ 

利
率

１
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

信
用
保
証
料
補
助

埼
玉
県
信
用
保
証
協

会
へ
支
払
っ
た
保
証
料
を
全
額
補
助

保
証
人

個
人
は
１
人
以
上
、
法
人
は
代

表
者
外
１
人
以
上

担
保

必
要
に
応
じ
て
求
め
ま
す
。

H
随
時
※
融
資
枠
が
予
算
額
に
達
し
た
場

合
は
締
め
切
り
ま
す
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
２
０
２

平
成
１７
年
度
か
ら
、
子
宮
が
ん
検
診
と

乳
が
ん
検
診
は
、
２
年
に
１
回
の
受
診
に

な
り
ま
す
。（
今
回
検
診
を
受
け
た
方
の

次
回
の
受
診
は
、
平
成
１９
年
度
）

①
子
宮
が
ん
検
診

A
６
月
１
日
貉
〜
１０
月
３１
日
豺

B
委
託
医
療
機
関
（
左
表
参
照
）

C
市
内
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳
以
上
の
方

（
昭
和
６１
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）

E
健
康
保
険
証

G
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
自
己

負
担
な
し
。
受
診
当
日
７０
歳
以
上
の
方
は

自
己
負
担
な
し
。
八
潮
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
以
外
の
方
は
、
子
宮
頸
部
が
ん
検

診
１
７
０
０
円
・
子
宮
頸
部
体
部
が
ん
検

診
２
５
０
０
円

H
予
約
制
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医

療
機
関
に
連
絡
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業

②
乳
が
ん
検
診

A
６
月
２８
日
貂
・
７
月
１９
日
貂
・
８
月
３０

日
貂

午
後
０
時
３０
分
〜
１
時

C
市
内
に
住
所
を
有
す
る
４０
歳
以
上
の
方

（
昭
和
４１
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）

D
視
触
診
・
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
お
よ

び
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
実
施

E
バ
ス
タ
オ
ル

F
各
日
８０
人
（
先
着
順
）

G
視
触
診
＝
５
０
０
円
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
＝
１
２
４
０
円
※
八
潮
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
、
視
触
診
の
自
己
負
担

な
し
。
受
診
当
日
７０
歳
以
上
の
方
は
自
己

負
担
な
し

③
６
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

A
６
月
１９
日
豸
　
午
後
１
時
〜
４
時

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
お
よ
び
夫

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

G
無
料

④
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室

A
６
月
２９
日
貉

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

０
時
３０
分

C
市
内
在
住
の
方

F
２５
人

D
糖
尿
病
の
話
と
バ
ラ
ン
ス
食
の
調
理
実

習G
４
０
０
円
（
材
料
費
）

―
②
③
④
共
通
―

B
保
健
セ
ン
タ
ー

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９５
・
３

３
８
１
）
へ

主
た
る
事
務
所
を
八
潮
市
に
置
く
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
設
立
に
関
す
る
相
談
、
認
定
お

よ
び
変
更
届
な
ど
に
係
る
事
務
は
、
埼
玉

県
東
部
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付

け
し
ま
す
。

I
県
東
部
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・

７３７
・
１
１
１
０

A
①
５
月
３１
日
貂

正
午
〜
午
後
５
時
②

６
月
１
日
貉

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

I
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
９３６
・
６
８
２
４

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
認
定
申
請
の

受
け
付
け

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
一
時
使
用
休
止

おしらせHOTコーナー　案内



ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

I
水
道
部
施
設
課
蕁
９９６
・
１
４
８
６

A
８
月
１３
日
貍
〜
１５
日
豺

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

I
や
し
お
生
涯
楽
習
館
蕁
９９４
･
１
０
０
０

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平

成
１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額

面
４０
万
円
、
１０
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

C
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ

る
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
　

４
　
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

５
　
１
か
ら
４
以
外
の
遺
族
で
、
戦
没
者

等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

H
資
料
等
の
請
求
窓
口
は
、
社
会
福
祉
課

（
蕁
A
３
１
６
・
８
２
２
）
へ

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

〈
夜
間
納
税
相
談
〉

A
５
月
１７
日
貂
・
１８
日
貉

午
後
５
時
１５

分
〜
８
時

〈
休
日
納
税
相
談
〉

A
５
月
２２
日
豸
・
２９
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

★
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
実
施
中

A
毎
週
木
曜
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

B
納
税
課
（
１２
番
窓
口
）
・
国
保
年
金
課

（
６
番
窓
口
）

★
市
税
の
口
座
振
替
の
お
願
い

納
付
に
は
「
安
全
・
確
実
・
便
利
」
な
、

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

は
簡
単
で
す
。
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録

印
鑑
を
持
っ
て
金
融
機
関
等
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

I
納
税
課
蕁
A
２
０
７
・
国
保
年
金
課
蕁

A
８
３
３

●
５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

自
動
車
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら

れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
５
月
３１
日
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
県
税
休
日
納
税
窓
口
の
開
設

自
動
車
税
や
不
動
産
取
得
税
な
ど
、
県

税
に
つ
い
て
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
納
税
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

A
５
月
２９
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

B
越
谷
県
税
事
務
所

I
越
谷
県
税
事
務
所
蕁
９６２
・
２
１
９
１

最
近
、
市
の
水
道
部
職
員
や
委
託
業
者

を
装
っ
て
訪
問
し
、「
水
道
料
金
を
徴
収

に
き
ま
し
た
」「
水
質
検
査
に
き
ま
し
た
」

な
ど
と
言
っ
て
、
お
金
を
だ
ま
し
取
っ
た

り
、
高
額
な
浄
水
器
を
売
り
つ
け
た
り
す

る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
道
部
で
は
、
予
告
な
し
に
水
道
料
金

の
徴
収
は
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄
水
器
な

ど
の
器
具
類
の
あ
っ
せ
ん
・
販
売
等
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
不
審
な
場
合

は
水
道
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

I
水
道
部
蕁
９９６
・
１
４
８
６

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間

は
、
水
道
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
節
水

や
水
の
有
効
利
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

A
６
月
１
日
貉
〜
７
日
貂

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

B
中
央
浄
水
場
（
消
防
署
南
側
）

※
グ
ル
ー
プ
、
団
体
の
場
合
は
、
３
日
前
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戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん

へ
特
別
弔
慰
金
の
支
給

浄
水
場
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

休
日
・
夜
間
の

納
税
相
談
窓
口
の
開
設

私たちの住むまちは 
私たちの手できれいにしましょう！ 

第16回 

5月29日豸　午前9時～ 
（小雨決行）　※荒天の場合については６月５日豸に延期 

【清掃場所】 【拾ってほしいごみ】 
●各町会・自治会内ごみ散乱場所 
●けやき通り 
●首都高速道路八潮南ランプ 
　周辺から共和橋付近まで 
●北公園および八条公園、大原公園 
●市役所周辺 

●資源ゴミ（空きカン、空きビン） 
●可燃ゴミ（紙類、プラスチック類など） 

家庭ゴミは絶対に出さないでください！ 
確実に分別し、決められた集積所に出してください！ 
Iリサイクル推進課蕁B２３４ 

　八潮市商工振興審議会（会長 坪井順一文教大
学教授）は、市内の商工業者のほか農業事業者
や消費者などで構成されています。 
　審議会は市長の諮問を受けて、昨年から市の
産業振興を進めるために、新しい条例について
話し合いを行ってきました。このたび、その大
枠がまとまり、中間答申が出されました。 
　答申には、新条例の名称を「八潮市地域経済
振興条例」と提案しているのをはじめ、条例化
を図る背景や目的がもりこまれています。 
 
条例大綱制定の背景 
① 中小企業は経済活動全般にわたって重要な役
割を果たしている。 

② 中小企業の振興は、市の経済､産業及び市民
生活に関わる課題である。 

③ 中小企業の経営の安定､活力の回復を図るに
は効果的な支援が必要である。 

④ 活気ある八潮を築くためには、意欲ある中小
企業を社会全体で育てることが重要である。 

⑤ 中小企業に関する施策を実施する上で市及び
関係者の責務を明確にするため条例の制定が
重要であるなどの内容となっています。 

 
条例大綱の目的 
① 中小企業振興の基本的事項を定めること。 
② 八潮市の産業基盤を強化すること。 
③ 事業所の健全な発展が地域経済の振興に寄与
することを確認すること。 

④ 市の産業集積を維持発展させることなどを目
的としています。また、施策の推進にあたっ
ては、「事業者・関係団体の自主的努力を助
長すること」「市、事業者、関係団体並びに
市民のそれぞれの役割を確認し、遂行するこ
と」などの内容となっています。 

 
　なお、平成１７年度は審議会を３回開催し、「条
例大綱の最終答申」が提出される予定です。 
I商工振興課A２０２ 

中間答申提出される！ 

　平成１５年４月１日に施行されました「八潮市男女共同参画推進条例」の
実効性を持たせ、男女共同参画社会を推進していくために、男女共同参画
苦情処理委員を設置しています。 

＜ポイント＞ 
●苦情処理委員は、行政から独立した中立・公
正な委員です。 
●申し出をすることができる苦情の対象は、男女共
同参画に関する市の施策や男女共同参画推進
に影響があると認められる市の施策です。 
●苦情処理委員は、皆さんや関係者から話を伺
います。 
●裁判や調停のような手続きや審理はありません。 
●男女共同参画の視点を持って検討します。 
●苦情処理委員は、申し出に基づき、必要な調
査を行い必要に応じて勧告等を行います。 
 
委員はどのような方ですか 
　申し出のあった苦情を中立・公正な立場により
処理するため男女各１人の委員を委嘱しています。 
◎海老原　夕美委員（弁護士）　◎近藤　弘
委員（立教大学教授） 
 
どんなことを申出することができますか 
　男女共同参画の推進に関する市の施策や、
男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められ
る市の施策についてが、対象となります。 
※男女共同参画施策に関係しない苦情は対象
外です。 
 
誰でも申出ることができますか 
　市民または事業者であれば、申し出ることがで
きます。 
市民とは…市内に居住、市内に勤務、市内で
学ぶ個人 
事業者とは…営利、非営利にかかわらず、市内
において事業活動を行うすべての法人その他の

団体 
 
すべての申出が調査されますか 
　次の申し出などは、調査することができません。 
〇判決、裁決等により確定した事項 
〇裁判所において係争中の事案および行政庁に
おいて不服申立ての審理中の事案に関する事
項 
〇雇用の分野における男女の均等な機会及び
待遇の確保等に関する法律（昭和４７年法律
第１１３号）第１３条の紛争の解決の援助の対
象となる事項 
〇議会に請願または陳情を行っている事案に関
する事項 
〇条例またはこの規則に基づく苦情処理委員の
行為に関する事項 
〇前各号に掲げるもののほか、苦情処理委員が
調査することが適当でないと認める事項 

 
申出方法 
　申出書に、必要事項を記載のうえ郵送または
ＦＡＸで受け付けます。 
ＦＡＸ　　９９５－７３６７ 
送付先　〒３４０－８５８８　八潮市中央１－２－１ 
　　　　男女共同参画課内　八潮市男女共 
　　　　同参画苦情処理委員あて 
 
申出書の入手方法 
　申出書はホームページから入手することができ
るほか、市役所男女共同参画課窓口で配布し
ています。 
 
I男女共同参画課　蕁A８１１ 

　男女共同参画社会とは、男女の違いをなくすことを目指しているものではなく、「男らしさ、女らしさ」とい
われるような「…らしさ」を押し付けることによって、個々の選択肢を制限してしまうことのない社会であり、
性別にとらわれることなく、その個性と能力を十分に発揮することのできる豊かな社会を目指すものです。 

「男女共同参画に関する市の施策について」苦情に対応します！ 

男女共同参画苦情処理委員を設置 中小企業の振興に 
　　かかる条例の大綱 

水
道
部
職
員
を
偽
っ
て
の

販
売
等
に
ご
注
意

や
し
お
生
涯
楽
習
館
の

開
館
時
間
の
変
更

おしらせHOTコーナー　案内

自転車および原動機付自転車(バイク)の 
放置防止に関する条例 

自転車および原動機付自転車(バイク)の 
放置防止に関する条例 

自転車および原動機付自転車(バイク)の 
放置防止に関する条例 

お 知 ら せ  



②
体
験
講
座
「
か
ま
ど
で
ご
飯
た
き
」

A
５
月
２８
日
貍

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後

０
時
３０
分

D
民
家
の
見
学
と
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き

F
２０
人
（
申
込
順
）

G
２
０
０
円

H
５
月
２５
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

窓
口
へ

③
体
験
講
座
「
ビ
デ
オ
鑑
賞
と
小
麦
ま
ん

じ
ゅ
う
作
り
」

A
６
月
５
日
豸

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

D
獅
子
舞
等
の
ビ
デ
オ
鑑
賞
と
小
麦
ま
ん

じ
ゅ
う
作
り

F
２０
人
（
申
込
順
）

G
２
０
０
円

「
八
條
小
学
校
」「
氏
名
」「
住
所
」「
電
話

番
号
」
を
記
入
し
て
、
５
月
１７
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
蕁
A
３
６

５
、
〒
３
４
０
―
８
５
８
８
中
央
１
―
２

―
５
八
潮
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生

涯
学
習
学
校
開
放
講
座
担
当
あ
て
）
へ
※

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
と
し
ま
す
。

A
６
月
１９
日
豸（
雨
天
時
は
翌
週
の
２６
日
）

午
前
９
時
〜

B
す
え
ひ
ろ
荘
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

G
無
料

H
６
月
５
日
ま
で
に
、
監
督
を
含
む
１
チ

ー
ム
７
人
以
内
の
参
加
者
名
簿
を
寿
楽

荘
・
す
え
ひ
ろ
荘
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
提
出

抽
選
会

６
月
１４
日
貂

午
後
２
時
〜
　

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修
室

※
代
表
者
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５

１
２
６

統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
障
害
者
を
抱

え
る
家
族
が
、
病
気
や
対
応
に
つ
い
て
他

の
家
族
と
情
報
交
換
を
し
、
家
族
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
互
い
に
支
え
合
う

場
で
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

A
①
５
月
１１
日
②
６
月
８
日
③
７
月
６
日

④
８
月
１０
日
⑤
９
月
７
日
⑥
１０
月
１２
日

毎
回
水
曜
日
　
午
後
２
時
〜
４
時

B
①
③
⑤
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
②
④
⑥
は

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
け
ぼ
の
（
鶴

ヶ
曽
根
１
１
３
０
）

H
事
前
申
し
込
み
不
要

I
児
童
障
害
課
蕁
A
４
５
３

①
歴
史
講
座
「
北
川
辺
の
遺
跡
見
学
会
」

A
５
月
２６
日
貅

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

４
時
３０
分
（
雨
天
中
止
）

D
市
の
バ
ス
で
、
飯
積
遺
跡
・
古
河
歴
史

博
物
館
見
学

G
無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

F
３０
人
（
申
込
順
）

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
資
料
館
へ

（１２） 平成17年5月10日 広報 No.654

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、心
臓
が
小
刻
み
に
震
え
、

ケ
イ
レ
ン
し
、
心
臓
か
ら
血
液
が
送
り
出

せ
な
く
な
る
状
態
（
心
室
細
動
）
に
対
し

て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
状

態
に
回
復
さ
せ
る
も
の
で
す
。
心
室
細
動

は
時
間
が
経
過
す
る
ほ
ど
救
命
が
難
し
く

な
り
、
１
分
経
過
す
る
ご
と
に
生
存
率
が

７
〜
１０
パ
ー
セ
ン
ト
低
下
し
ま
す
。

A
６
月
４
日
貍
（
以
後
２
カ
月
に
１
回
、

第
１
土
曜
日
に
開
催
）
午
前
９
時
〜
正
午

B
消
防
署
会
議
室

C
中
学
生
以
上

D
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
止
血
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
）

G
無
料

F
各
回
２０
人
（
講
習
修
了
者
に
修
了
証
）

H
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
窓
口
ま
た

は
電
話
で
、
消
防
署
（
蕁
９９８
・
０
１
１

守
ろ
う
人
間
の
尊
さ
を
（PROTECTING

HUM
AN
DIGNITY

）

赤
十
字
の
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
活
動
資
金
（
社
資
）
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
３
１
６

消
防
署
で
は
、
６
月
か
ら
普
通
救
命
講

習
会
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

講
習
を
取
り
入
れ
実
施
し
ま
す
。

９
）
へ

A
５
月
２７
日
貊
〜
２９
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
９
時
※
２７
日
は
午
後
３
時
か
ら
、
２９

日
は
午
後
５
時
ま
で

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館

I
農
政
課
蕁
A
２
９
９

①
環
境
講
座

「
地
球
温
暖
化
と
資
源
保
護
講
座
」

A
６
月
５
日
豸

午
前
１０
時
〜
正
午

B
八
幡
公
民
館
研
修
室

D
温
暖
化
防
止
取
り
組
み
ビ
デ
オ
鑑
賞
と

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
講
演

F
３０
人
（
申
込
順
）

②
教
養
講
座
「
平
家
物
語
の
世
界
」

A
６
月
１６
日
貅
・
３０
日
貅

午
後
２
時
〜

３
時
３０
分

B
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

D
平
家
物
語
の
中
に
描
か
れ
る
歴
史
と
人

間
の
ド
ラ
マ
を
読
み
解
く(

名
将
義
経
の

光
と
影
、
風
雅
と
武
士
と
宗
教
と
―
敦
盛

最
後)
※
講
師
＝
栃
木
孝
惟
さ
ん
（
千
葉

大
学
名
誉
教
授
）

F
５０
人
（
申
込
順
）

―
①
②
共
通
―

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

G
無
料

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
）
へ

A
５
月
２４
日
〜
７
月
１２
日(

各
火
曜
日
、

全
８
回)

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

B
八
條
小
学
校

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

D
人
物
画
、
人
物
の
い
る
風
景
画
、
思
い

出
の
人
、
好
き
な
絵
な
ど
の
鑑
賞
と
制
作

E
絵
の
具
、
筆
、
パ
レ
ッ
ト
、
水
入
れ
、

鉛
筆
、
布
き
れ

F
２０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

G
１
５
０
０
円
（
初
回
集
金
）

H
往
復
は
が
き
で
、〈
返
信
側
〉
住
所
、

氏
名
を
記
入
〈
往
信
側
〉「
水
彩
画
教
室
」

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座

「
水
彩
画
教
室
」

八
幡
公
民
館
の
講
座

第
34
回
さ
つ
き
展
示
会

救
命
講
習
会

資
料
館
事
業

第
25
回
八
潮
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

「
家
族
の
つ
ど
い
」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
 

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
が
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
地

域
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

大山貴美江さん
（八潮六丁目）

吉田富子さん
（緑町一丁目）

鈴木照枝さん
（八潮一丁目）

中嶋幸江さん
（鶴ヶ曽根）

飯山利助さん
（南後谷）

４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

小
嶋
　
孝
久
　
さ
ん
（
蕁
９９５
・
０
４
１
０
）
担
当
地
区
　
　
下
大
瀬
二

稲
葉
　
典
夫
　
さ
ん
（
蕁
９９６
・
１
９
２
３
）
担
当
地
区
　
　
南
後
谷
六

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
３
１
６

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱

学
習
机
・
本
棚
（
無
料
）
・
製
図
道

具
一
式
（
無
料
）

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
当
事
者
間
で
解

決
を
し
て
い
た
だ
き
、
市
は
責
任
を
負

い
か
ね
ま
す
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
３
３
６

ゆ
ず
り
ま
す

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

H
６
月
１
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

窓
口
へ

―
①
②
③
共
通
―

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

I
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６

A
５
月
１５
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

D
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
発
表

G
無
料

I
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６

高
齢
者
と
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

第
18
回
八
潮
市
歌
謡
大
会

市
で
は
、
平
成
１０
年
７
月
１
日
か
ら
個

人
情
報
保
護
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
に
伴
い

個
人
情
報
の
利
用
が
著
し
く
拡
大
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
個
人
情
報
の
権
利

利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
今
ま
で
の
八
潮

市
個
人
情
報
保
護
条
例
を
全
面
的
に
見
直

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
１２
月
の
八
潮

市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
運
営

審
議
会
（
多
田
八
郎
会
長
）
の
答
申
を
尊

重
し
、
条
例
を
全
部
改
正
し
た
も
の
で
、

３
月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

市
が
保
有
す
る
自
己
に
関
す
る
個
人
情

報
の
開
示
、
訂
正
等
を
請
求
す
る
権
利
を

保
障
す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
を
確
保
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
と
と
も

に
、
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
一
層
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
利
用
目
的
の
明
示

申
請
書
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
表
等
、
本

人
が
書
面
に
記
載
し
て
提
出
す
る
も
の

は
、
そ
の
多
く
が
個
人
情
報
と
し
て
保
有

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
個

人
情
報
を
取
得
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
本
人
に
対
し
、
そ
の
利
用
目
的
を
明

示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

②
存
否
応
答
拒
否

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
実

際
に
あ
る
か
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
開

示
請
求
さ
れ
た
個
人
情
報
の
存
否
に
つ
い

て
回
答
す
れ
ば
、
不
開
示
情
報
を
開
示
す

る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
開
示
請
求
を
拒

否
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

③
大
量
開
示
請
求
に
対
す
る
開
示
決
定
等

の
特
例

開
示
請
求
に
対
す
る
開
示
決
定
の
期
間

は
１５
日
以
内
と
し
て
い
ま
す
が
、
保
有
個

人
情
報
が
著
し
く
大
量
で
あ
る
場
合
は
、

６０
日
以
内
に
一
部
分
の
開
示
決
定
を
し
、

残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
後
日
開
示
決

定
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
日
数
的
に
段
階

を
踏
ん
で
開
示
決
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
機
会
の

付
与
な
ど

開
示
請
求
に
係
る
個
人
情
報
に
開
示
請

求
者
以
外
の
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
含

ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
開
示
決
定
な
ど
を

す
る
に
当
た
り
第
三
者
か
ら
意
見
聴
取
す

る
規
定
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
第

三
者
に
係
る
開
示
の
可
否
を
よ
り
適
正
な

も
の
に
し
ま
す
。

⑤
事
業
者
へ
の
説
明
等
の
要
求

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
該

当
し
な
い
事
業
者
が
、
個
人
情
報
を
不
適

正
に
取
り
扱
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
市
長
が
事
業
者
に
対
し
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し
説
明
ま
た

は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑥
罰
則

市
の
職
員
な
ど
が
、
正
当
な
理
由
が
な

い
の
に
、
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
事
項
が

記
録
さ
れ
た
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個

人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
提
供
し
た
り
、
保
有

個
人
情
報
を
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不

正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
提
供
、
あ
る
い

は
盗
用
し
た
場
合
な
ど
は
、
処
罰
さ
れ
ま

す
。

I
総
務
人
事
課
蕁
A
２
３
１

おしらせHOTコーナー　案内・催し

て
、
健
康
の
維
持
増
進
や
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

A
５
月
２１
日
貍

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

B
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

I
社
会
福
祉
協
議
会
蕁
９９５
・
３
６
３
６

高
齢
者
と
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

個人情報保護制度 
が新しくスタート 
個人情報保護制度 
が新しくスタート 
個人情報保護制度 
が新しくスタート 

条
例
の
こ
こ
が
新
し
く
な
り
ま
す
！



I
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３

花
筏
　
　
　
緑
町
三
　
　
河
原
　
安
子

し
な
や
か
に
の
び
た
桜
の
枝
先
が

朝
の
光
の
な
か
で

透
き
と
お
る
花
弁
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら

川
面
に
自
分
の
姿
を
写
し
て
い
る

夕
や
み
が
迫
る
こ
ろ
に
な
る
と

ボ
ン
ボ
リ
に
映
し
出
さ
れ
た
あ
な
た
は

薄
紅
の
色
香
を
放
ち

人
び
と
の
心
を
と
き
め
か
せ
な
が
ら

は
ら
は
ら
と
川
面
に
散
っ
て

花
筏
と
な
る

〈
評
〉
桜
の
美
し
さ
が
し
っ
と
り
描
か
れ

て
い
ま
す
。八

　
條
　
　
加
藤
　
龍
子

か
な
文
字
の
よ
う
に
流
る
る
花
の
帯

鶴
ヶ
曽
根
　
平
本
　
愛
子

文
机

ふ
づ
く
え

に
春
の
寄
せ
植
え
色
た
わ
わ

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香

蛤
の
海
恋
ふ
声
や
笊ざ

る

の
中

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝

ほ
ろ
酔
ひ
て
肩
に
花
つ
け
帰
宅
す
る

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み

風
止
み
て
新
緑
癒
す
小
糠

こ
ぬ
か

雨

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義

街
路
灯
さ
ら
に
明
る
し
花
明
か
り

緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子

リ
セ
ッ
ト
の
き
か
ぬ
人
生
桜
散
る

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明

乳
母
車
に
ま
と
い
て
離
れ
ぬ
春
の
蝶

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子

米
を
研
ぐ
手
先
軽
や
か
水
温
む

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道

ね
む
た
げ
に
鯉
も
そ
も
そ
と
水
温
む

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉

ふ
ん
わ
り
と
雨
に
抱
か
れ
て
辛
夷
咲
く

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子

桜は
な

散
り
て
一
気
に
並
木
の
若
葉
吹
く

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿

花
に
酔
い
人
波
に
酔
う
一
日

ひ
と
ひ

か
な

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子

降
ら
ぬ
う
ち
屋
上
菜
園
春
菜
摘
む

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江

荷
風
忌
や
浅
草
六
区
の
さ
び
れ
ゆ
く

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝

一
つ
家や

に
二
つ
の
余
生
よ
も
ぎ
餅

大
　
瀬
　
　
鹿
野
久
太
郎

雛
様
に
願
い
を
こ
め
し
姉
妹

あ
ね
い
も
う
と

大
曽
根
　
　
横
山
　
正
夫

朧お
ぼ
ろ月

轍
わ
だ
ち辿

り
て
友
の
家

伊
　
草
　
　
谷
上
　
英
子

思
い
出
の
ひ
な
の
面

お
も
ても
褪
せ
に
け
り

南
川
崎
　
　
志
村
昭
之
助

豆
撒
き
し
豆
の
数
ほ
ど
よ
き
日
を
と

中
央
二
　
大
久
保
き
よ
子

季
節
な
り
た
く
ま
し
く
咲
く
寒
牡
丹

柳
之
宮
　
　
栗
原
　
幸
子

満
開
の
桜
の
下
で
孫
子
ら
と

新
入
学
の
話
も
は
ず
む

南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子

連
翹

れ
ん
ぎ
ょ
うも

満
開
と
な
る
垣
根
越
し

夫つ
ま

留
守
の
間
の
茶
の
香
楽
し
む

南
川
崎
　
小
野
塚
喜
代
子

綿
帽
子
か
ぶ
り
た
る
ご
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に

雪
降
り
つ
づ
く
三
月
四
日

八
潮
七
　
　
伊
藤
　
千
和

用
水
の
流
れ
に
浮
き
し
花
び
ら
の

汚
れ
て
侘
し
宴

う
た
げの

跡
は

南
越
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ

桜
咲
き
花
見
る
人
の
集
う
と
き

涼
風
そ
よ
ぐ
春
の
お
と
ず
れ

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子

風
に
乗
り
舞
い
散
る
花
の
庭
に
立
ち

桜
吹
雪
の
淡
紅
に
酔
う

八
　
條
　
　
斎
藤
　
孝
男

お
札
所
に
煩
悩
置
い
て
身
も
軽
く

気
持
も
晴
れ
て
駆
け
て
い
く
な
り

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助

夕
映
え
の
茜
の
空
の
渡
り
鳥

ど
こ
の
ね
ぐ
ら
へ
辿
り
着
く
や
ら

大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子

バ
ス
ツ
ア
ー
終
わ
り
に
近
く
わ
が
町
の

道
路
標
識
な
つ
か
し
く
見
ゆ

大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子

背
の
び
し
て
よ
う
や
く
も
ぎ
し
赤
き
実
を

ほ
お
ば
る
孫
は
顔
中
イ
チ
ゴ

木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門

長
く
病
む
友
を
見
舞
い
て
院
庭
に

出
て
わ
が
膝
も
弱
り
し
を
知
る

増
え
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な
資
格
は
不

要
で
す
が
、
申
請
後
に
面
接
や
審
査
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
養
育
に

必
要
な
経
費
と
し
て
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

I
児
童
障
害
課
蕁
A
４
２
７
、
県
越
谷
児

童
相
談
所
蕁
９７５
・
７
５
０
７

市
で
は
、
女
性
の
社
会
参
加
や
地
域
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
女
性
団
体
・
グ
ル

ー
プ
名
簿
「
私
の
中
の
１
ペ
ー
ジ
」
を
毎

年
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
に
掲
載

を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

C
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
①
市

内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
り
、
自
主
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
②
会
員
の
半
数
が
女

性
、
ま
た
は
会
長
が
女
性
で
あ
る
こ
と
③

営
利
目
的
や
政
治
、
宗
教
の
組
織
に
属
し

て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と

H
５
月
３１
日
ま
で
に
男
女
共
同
参
画
課

（
蕁
A
８
１
１
）
窓
口
へ

市
で
は
、
国
や
県
が
実
施
す
る
統
計
調

査
の
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

D
調
査
の
対
象
者
に
調
査
票
を
配
布
し
、

記
入
後
に
こ
れ
を
回
収
の
う
え
、
内
容
を

確
認
し
て
か
ら
市
へ
提
出
す
る
。

G
国
や
県
で
定
め
ら
れ
た
報
酬
を
支
給

I
総
務
人
事
課
蕁
A
２
３
３

A

６
月
１
日
〜
平
成
１８
年
３
月
３１
日

週
５
日
間(

原
則
、
土
・
日
・
祝
日
は
休

み)

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

C
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

D
一
般
事
務

F
１
人
（
面
接
あ
り
）

G
時
給
８
５
０
円
（
通
勤
距
離
に
よ
り
交

通
費
支
給
あ
り
）

H
５
月
２４
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
社
会
福
祉
協
議
会
（
蕁
９９５
・
３

６
３
６
）
窓
口
へ
持
参
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行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

A
６
月
５
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

B
勤
労
者
体
育
館
・
青
少
年
ホ
ー
ム
（
三

郷
駅
か
ら
金
町
駅
行
き
バ
ス
で
「
三
郷
市

役
所
」
下
車
）

D
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
生
涯
学
習
の
き
っ
か
け

の
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

G

無
料
（
材
料
費
が
必
要
な
体
験
コ
ー
ナ
ー

あ
り
）

I

三
郷
市
生
涯
学
習
課
蕁

９５３
・
１
１
１
１

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ギ
タ
ー
・
デ
ュ
オ
”デ

ュ
オ
・
ア
ス
ト
ル
“

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
を
総
な
め
に
し
た
ギ

タ
ー
・
デ
ュ
オ
の
”神
技
“
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

A
６
月
１１
日
貍

午
後
２
時
開
演
　
B
田

園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅
東
口

か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央
公
民

館
」
下
車
）

D
ピ
ア
ソ
ラ
「
タ
ン
ゴ
組

曲
」
よ
り
、
タ
レ
ガ
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の

思
い
出
」
ほ
か
　
G
〈
全
席
指
定
〉
大
人

２
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
０
円

I

譛
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
蕁

９９２
・
１
０
０
１

さ
つ
き
・
花
し
ょ
う
ぶ
展

A
５
月
２１
日
貍

午
後
１
時
〜
、
２２
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
　
B
吉
川
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
（
吉
川
駅
北
口
か

ら
「
吉
川
き
よ
み
野
」
行
き
バ
ス
で
終
点

ま
で
）
D
市
の
花
「
さ
つ
き
」
と
市
の
特

産
品
「
花
し
ょ
う
ぶ
」
の
展
示
会
で
す
。

I
吉
川
市
商
工
課
蕁
９８２
・
９
６
９
７

華
麗
な
さ
つ
き
が
集
合

第
３７
回
越
谷
市
さ
つ
き
大
会

A
５
月
２５
日
貉
〜
２９
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
２８
日
・
２９
日
は
午
後
５
時
ま

で
）
B
市
立
第
１
体
育
館
（
北
越
谷
駅
東

口
徒
歩
１０
分
）
D
さ
つ
き
愛
好
家
が
育
て

た
さ
つ
き
の
展
示
、
植
木
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
ほ
か
　
I
越
谷
市
観
光
協
会
蕁
９６６
・

６
１
１
１

消
費
生
活
展
「
め
ざ
そ
う
自
立
し
た
消
費

者
〜
だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
！
あ
の
手
こ
の

手
」

A
５
月
２８
日
貍

午
後
０
時
３０
分
〜
４

時
、
２９
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

B
勤
労
福
祉
会
館
（
新
田
駅
口
下
車
徒
歩

７
分
）

D
①
５
月
２８
日
貍

午
後
１
時

〜
２
時
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
）
午
後

２
時
〜
４
時
（
記
念
講
演
会
）
５
月
２９
日

豸

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
古
着
・
廃
食

油
の
回
収
、
消
費
生
活
に
係
わ
る
展
示
・

発
表
、手
焼
き
せ
ん
べ
い
の
実
演
・
即
売
、

農
産
物
即
売
ほ
か
　
I
草
加
市
勤
労
福
祉

会
館
蕁
９４１
・
６
１
１
１

松
伏
町 

吉
川
市 

三
郷
市 

草
加
市 

越
谷
市 

A
６
月
１
日
〜
平
成
１８
年
３
月
３１
日

C
市
内
在
住
で
徴
収
業
務
が
可
能
な
健
康

な
方

D
市
税
の
徴
収
業
務
の
補
助

F
２
人
（
面
接
に
よ
る
選
考
）

G
基
本
報
酬
月
額
７
万
４
１
０
０
円
以
内

（
別
途
能
率
報
酬
を
加
算
）

H
５
月
２０
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
国
保
年
金
課
窓
口
へ
持
参
　

I
納
税
課
蕁
A
２
０
７
、
国
保
年
金
課
蕁

A
８
３
３

B
中
馬
場
住
宅
２
号
棟
（
八
潮
八
丁
目
７

―
１３
）

D
３
Ｄ
Ｋ
（
１
戸
）

G
家
賃
月
額
＝
３
万
１
９
０
０
円
〜
７
万

円選
考
＝
募
集
戸
数
を
超
え
て
応
募
者
が
あ

っ
た
場
合
は
抽
選

入
居
予
定
日
＝
７
月
上
旬

※
申
し
込
み
に
は
一
定
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

H
５
月
１８
日
ま
で
に
申
込
用
紙
（
建
築
課

で
配
布
）
に
必
用
事
項
を
記
入
の
う
え
、

建
築
課（
蕁
A
３
２
４
・
３
２
６
）窓
口
へ

市
で
は
、
市
内
の
産
業
に
お
い
て
優
良

な
技
術
・
技
能
を
有
す
る
方
を
八
潮
市
優

良
技
能
者
と
し
て
表
彰
す
る
た
め
、
該
当

者
を
募
集
し
ま
す
。

C
市
内
の
事
業
所
に
従
事
し
、
次
の
要
件

を
満
た
す
方
①
市
内
の
事
業
所
で
働
く
現

役
の
技
術
・
技
能
者
で
あ
る
こ
と
②
優
良

な
技
術
・
技
能
を
有
す
る
こ
と
③
他
の
技

術
・
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
者
で

あ
る
こ
と
④
日
本
標
準
産
業
分
類
の
職
種

に
従
事
し
て
い
る
こ
と

H
５
月
２５
日
ま
で
に
応
募
用
紙
（
商
工
振

興
課
、
商
工
会
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
窓
口
へ
持
参
※
事
業
所
、

業
界
団
体
等
か
ら
の
推
薦
、
ま
た
は
対
象

者
本
人
が
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
４
７
９

「
里
親
」
と
は
、
保
護
者
が
病
気
や
家

庭
の
事
情
な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
子
ど
も

を
育
て
ら
れ
な
い
場
合
に
、
一
時
的
ま
た

は
継
続
的
に
子
ど
も
を
預
か
り
、
育
て
る

方
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に

は
、
個
人
個
人
に
あ
っ
た
温
か
い
環
境
で

過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
方
で
は
、

様
々
な
理
由
で
親
が
子
ど
も
を
育
て
ら
れ

ず
、
保
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
が

市
営
住
宅
入
居
者

優
良
技
術
技
能
者

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

「そっくりさんの仲良し姉妹です」 

近岡　杏ちゃん（右）４歳 

近岡　芽ちゃん（左）１歳 

ちかおか あんず 

めい 

（緑町） 

市
税
等
の
徴
収
補
助
員

平
成
17
年
度
版

「
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ
名
簿
」

登
録
統
計
調
査
員

社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員

おしらせHOTコーナー　募集

学校教育エイトプランで充実した教育 学校教育エイトプランで充実した教育 

子どもたちの 
夢と希望を 
かなえます！！ 

子どもたちの 
夢と希望を 
かなえます！！ 




